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第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
勧
告
及
び
公
表
）

第
八
条
の
二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
事
業
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
て
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
者
が

講
ず
べ
き
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
景
品
類
の
提
供
又
は
表
示
の
管
理

上
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
事
業
者
が
そ
の
勧
告
に
従
わ
な

い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
命
令
」
の
下
に
「
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
」
を
加
え
、同
条
第
二
項
を
削
り
、

同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
第
二
項
」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
十
条
の
見
出
し
中
「
差
止
請
求
権
」
を
「
差
止
請
求
権
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
適
格
消
費
者
団
体
」
の
下
に

「（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
一
条
に
お
い
て
単
に
「
適
格
消
費
者
団
体
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二

項
を
加
え
る
。

２

消
費
者
安
全
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
消
費
生
活
協
力
団
体

及
び
消
費
生
活
協
力
員
は
、
事
業
者
が
不
特
定
か
つ
多
数
の
一
般
消
費
者
に
対
し
て
前
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を

現
に
行
い
又
は
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
旨
の
情
報
を
得
た
と
き
は
、
適
格
消
費
者
団
体
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
請
求

を
す
る
権
利
を
適
切
に
行
使
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
適
格
消
費
者
団
体
に
対
し
、
当
該
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
情
報
の
提
供
を
受
け
た
適
格
消
費
者
団
体
は
、
当
該
情
報
を
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求

を
す
る
権
利
の
適
切
な
行
使
の
用
に
供
す
る
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
利
用
し
、又
は
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
委
任
」
を
「
委
任
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
公
正
取
引
委
員
会
」
の
下
に

「
、
事
業
者
の
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
又
は
金
融
庁
長
官
」
を
加
え
、「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、「
速
や
か
に
」
を

「
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

３

消
費
者
庁
長
官
は
、
緊
急
か
つ
重
点
的
に
不
当
な
景
品
類
及
び
表
示
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
そ
の
他
の

政
令
で
定
め
る
事
情
が
あ
る
た
め
、
事
業
者
に
対
し
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
第
八
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
勧
告
を
効
果
的
に
行
う
上
で
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
権
限
（
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
限
る
。）を
当
該
事
業
者
の
事
業

を
所
管
す
る
大
臣
又
は
金
融
庁
長
官
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
七
十
一
号

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

（
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
七
条
及
び
第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
事
業
者
が
講
ず
べ
き
景
品
類
の
提
供
及
び
表
示
の
管
理
上
の
措
置
）

第
七
条

事
業
者
は
、
自
己
の
供
給
す
る
商
品
又
は
役
務
の
取
引
に
つ
い
て
、
景
品
類
の
提
供
又
は
表
示
に
よ
り
不

当
に
顧
客
を
誘
引
し
、
一
般
消
費
者
に
よ
る
自
主
的
か
つ
合
理
的
な
選
択
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
景
品

類
の
価
額
の
最
高
額
、
総
額
そ
の
他
の
景
品
類
の
提
供
に
関
す
る
事
項
及
び
商
品
又
は
役
務
の
品
質
、
規
格
そ
の

他
の
内
容
に
係
る
表
示
に
関
す
る
事
項
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実

施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
指
針
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
指
針
」
と
い
う
。）を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
指
針
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
事
業
者
の
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
及

び
公
正
取
引
委
員
会
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
指
針
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

５

前
二
項
の
規
定
は
、
指
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
指
導
及
び
助
言
）

第
八
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か

つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
措
置
に
つ
い
て
必
要

な
指
導
及
び
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
弁
護
士
法
等
の
一
部
改
正
）

第
四
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
及
び
第
三
章
」
を
「
、
第
三
章
及
び
第
四
章
の
二
」
に
改
め
る
。

一

弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
四
十
三
条
の
十
五
及
び
第
四
十
九
条
の
二

二

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
二
百
六
十
四
条
の
二

三

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
五

十
八
条
の
三

四

日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
百
三
十
八
条

（
国
籍
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

国
籍
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）

第
十
八
条
の
二

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
催
告
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
六
条
の
三
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
航
空
法
等
の
一
部
改
正
）

第
六
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
三
章
」
の
下
に
「
及
び
第
四
章
の
二
」
を
加
え
る
。

一

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
百
三
十
七
条
の
三
第
三
項

二

破
壊
活
動
防
止
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
四
十
号
）
第
三
十
六
条
の
二

三

無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
三
十

三
条

（
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
十
九
条
中
「
処
分
」
の
下
に
「
及
び
行
政
指
導
」
を
加
え
、「
第
四
章
」
を
「
第
四
章
の
二
」
に
改
め
る
。

（
犯
罪
被
害
財
産
等
に
よ
る
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

犯
罪
被
害
財
産
等
に
よ
る
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
六
条
の
三

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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